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· 銃器の取り扱い及びマナー

· 射撃をするときは必ずゴーグルを装着しましょう。

· 射撃時以外は必ずセーフティを掛けマガジンを外してください。

· 撃つまではトリガーに指を掛けないように習慣付けましょう。
· スタート地点では開始の合図があるまで銃口は下に向けるようにしてください。

· フィールドまでの移動時は銃などが露出しないよう、ガンケース等に入れましょう。

· 迷彩服などは出来るだけフィールドで着替えるようにしましょう。

· 参加者の飲酒はゲーム終了まで禁止いたします。

· ＢＢ弾の袋やタバコの吸殻、飲食後のごみは全て各自の責任で持ち帰ってください。

· ゲーム休止中の射撃については決められた場所で決められた方向に向け、安全確認を怠ることなく行ってください。

· エリア外に向かっての射撃は絶対してはいけません。

· ゲーム用のチーム識別マーカーは各自持参してください。
· レギュレーション

1） 使用できる銃器

· 日本国内で一般に市販されている「エアソフトガン」であれば使用できます。カスタムガン（外部・内部問わず）についての制限は特にありませんが、パワーチェックに合格することが絶対条件となります。

· ヒット判定の曖昧さのため手投げ式グレネード弾、クレイモア、地雷は使用できません。

2） 使用できるＢＢ

· ゲームフィールドの環境に留意することから、６ｍｍ及８ｍｍのバイオＢＢ弾のみ使用できます。石粉などを主原料としたセミバイオと言われている物やプラスチック製ＢＢは使用できません。

3） 弾数制限と銃の持ち込み
・　　弾数制限と持ち込める銃の制限は特にありません。
4） パワー（当日現地にて必ずパワーチェックを各自で行っていただきます）

· すべての銃において改正銃刀法（平成１８年８月２１日施工  平成１９年２月２１日完全実施）で定められた威力の上限を超えないこと。

注１・新しい法律の威力の上限は０．９８９ジュール以内（２０℃～３５℃の室内において計測）です。

　　　　６ｍｍＢＢ弾の場合、重さ０．２ｇで銃口初速９８ｍ／秒以内

　　　　８ｍｍＢＢ弾の場合、重さ０，３５ｇで銃口初速９６ｍ／秒以内

· 当日の気温や銃のコンディション等により必ずバラつきがありますので、６ｍｍで９５ｍ／秒以下・８ｍｍで９０ｍ／秒以下であることが望ましい。

5） 使用できるゴーグル

・　エアガン用として市販されているものであれば使用できますが、サングラス形状のものは原則使用禁止とします。（判断が難しい場合は本部及びスタッフに確認してもらうようにしてください。）
6） 服装

· 特に制限はありませんが、無用の怪我を避けるためにも、保護効果の高い厚手の長袖、長ズボンを推奨します。グローブ、ブーツ、帽子なども同様に安全性に留意した物が好ましいです。一年を通して虫などの発生がありますので必ず虫除け対策をしてください。

· 禁止事項

1） ゴーグルの着用

· ゲームフィールド内ではいかなる場合も（ゲーム進行中、休憩中を問わず）ゴーグルを外すことを禁止いたします。ギャラリーも同様です。

· 休憩中ゴーグルを外すときは、試射する人もいるので安全を確かめてから行ってください。

2） ゲーム中の試射の禁止

· セーフティエリアは勿論、駐車場においてもゲーム進行中の試射や空撃ちはしてはいけません。

3） 弾の貸し借り・補給の禁止

· ゲーム中弾切れや/故障などが発生しても、セーフティエリアに戻って弾の補給や修理などすることを禁止します。

フィールド内で対処するか（無くてもフリーズコールがあります）自主失格するかを選択してください。またゲーマー同士の弾の貸し借りも出来ません。

4） 情報提供の禁止

· 死体（死人・？）に口無しです。味方に一切の情報を提供してはなりません。

5） 刃物・火気の持ち込み禁止

· ナイフおよび銃剣などの刃物類についてはゴム製の物も含め、フィールド内への持込を禁止します。刃の付いていないグリップだけであっても紛らわしいので禁止です。したがってナイフアタックもありません。但し、ツールナイフを工具として使う場合は工具箱やガンケースに入れてセフティゾーンまでに限り持ち込むことは出来ます。

· 火気のフィールド内への持込は原則として禁止ですが、主催者側が何らかの目的で発煙筒などを焚くことは例外としてありますが、その場合は必ず事前にアナウンスをいたします。

· 金属製のケースに入った携帯用の蚊取り線香は使用できます。

6） 私語・ヤジ・雑音

· ゲーム進行中セーフティエリアでの大声による会話や、近くにいるゲーマーに対するヤジ、給弾行為による雑音等を出してはなりません。

7） フィールドの逸脱

· エリアテープにより指定されたエリア外への逸脱およびエリヤ外からの射撃は出来ません。

8） ゾンビ行為

· １００％自己申告により成立するゲームです。ヒットしても正直にコールがない場合（特に悪質な場合）、即刻退場し以降のゲームへの参加をお断りする場合があります。

9） 暴言・暴力

· 他ゲーマーに対し、被弾の成否などで暴言を吐いてはいけません。また、使用が認められた銃器以外で戦っては（白兵戦など）いけません。もしも不明瞭なことがあった場合は、直接本人に言わず、主催者もしくは当日の責任者に相談してください。

１０）偽装の禁止

　　・戦闘中のゲーマーは故意に死体歩きなど紛らわしい行為をしてはいけません。

　１１）エリア外への射撃の禁止

　　・ゲーム中、休憩中にかかわらずエリア外（エリアとはゲームエリア及び試射エリアのこと）に向けた射撃は絶対にしないでください。

　１２）レーザーサイト及びフラッシュライト

　　・取り付けは自由ですが点灯は禁止いたします。
　１３）その他

　　・撮影などでカメラマンが入っている場合がありますが、目立つ格好をしていますので誤射のないように気をつけてください。

■ルール
1） ゲームの形態・時間

· 基本的に２チームによるフラッグ戦を行います。１ゲームは１５分から２０分程度です。

· 異なったゲームを行う場合は当日の責任者により説明がありますので、指示に従ってください。

2） ゲームの開始

· 開始の合図は必ず赤のフラッグ側からホーンを３回、黄のフラッグがそれに答えて２回、赤に戻って長音１回で開始となります。

3） ゲームの終了

· 終了の条件は３つです。①時間切れによる終了。②全滅による終了。③フラッグアタックによる終了。

· フラッグアタックはフラッグにタッチすることにより成立します。フラッグに対し概ね５Ｍ以内に近付いた場合、そのなかでの被弾はセーフとします。アタックの意思がある場合は速やかにホーンを１回鳴らしゲームを終了させてください。

4） エマージェンシーコール

· ゲームエリアに一般の人が接近および入ってきた場合、若しくは緊急を要する怪我等が発生した場合、発見した参加者は速やかにストップコールを発し、必ずスタッフ（陽炎メンバー）かゲームの責任者に速やかに連絡し、指示を待ちます。勝手な判断で直接解決することはしないでください。

この時ゲーム責任者よりホイッスルが長く繰り返し鳴らされます。参加者は戦闘態勢を解きその場にとどまってゲームの再開などその後の指示に従ってください。

５）識別マーカーの取り付け

　・マーカーは必ず利き腕に装着してください。

６）失格の判定

①被弾による失格

· 敵からの射撃、味方の誤射にかかわらず、全身全装備に対し１発でも被弾した場合失格となります。跳弾、流れ弾による被弾も同様です。失格となったゲーマーは速やかに「アウト！」「ヒット！」等、相手に聞こえるよう失格宣言をしなければなりません。同タイミングで被弾した場合は双方失格としましょう。

· フィールドの地形上、発射したＢＢ弾が一時的にフィールド外を通過することもありますが、その弾に当たった場合でも被弾とみなします。

· アタックラインの中に入っても速やかにホーンを鳴らさないような紛らわしい行為はゲーム続行するものとみなし、そこでの被弾は成立するものとします。

②フリーズコールによる失格

· 相手がこちらの存在に全く気付かないうちに、至近距離（概ね３ｍ以内）に近づくことができた場合、一撃でヒットできるよう銃口（銃に弾が入っているかどうかは関係なく、銃を持っていない場合手でも可）を相手に向け、聞こえるように「フリーズ」と声をかけます。この時掛けられた側は降伏または反撃のどちらかを選択しなければなりません。

降伏するならそのまま身動きせずに相手に聞こえるように「アウト」「ヒット」と宣言してください。

反撃も可能ですが不利な条件であることを認識しておきましょう。

ナイフアタック及びタッチによるヒットはありませんのでフリーズコールをしてください。

③フィールド逸脱による失格

· フールドはエンドテープにより区切られています。エリア外への逸脱行為は失格となります。もちろんエリア外からの射撃（一時的にエリア外を弾が通過する場合を除く）も同様です。

· エリア外からの射撃による被弾は無効とします。

④マーカー隠蔽（いんぺい）による失格

· 故意にマーカーを取り去ったり隠したりした場合失格とします。

　　⑤負傷/遭難による失格

· 万一負傷/遭難し、ゲーム続行困難と判断した場合自主失格とすることが出来ます。

７）失格後の対処

· ヒットされた者は銃を肩より高く挙げるなどの「死体歩き」でセーフティエリアへ戻らなければなりません。

８）その他の注意

· セーフティエリアへ戻る途中止交戦区域を通過するときは、細心の注意を払い邪魔にならないようにしましよう。

その場に留まらなくてはならない時も「死体歩き」の姿勢は崩さず、死体である旨アピールすることも必要です。

９）デッドゲーマーの残弾処理（弾抜き）について

　・セーフティエリア直前及びエリア内での弾抜きは位置的にフラッグが近いこともあり、緊迫したゲームが展開されている場所でもあるため、全ての銃器においてゲーム進行中は一切禁止いたします。

ゲーム間のインターバル時に行う時も安全な方向を確認し必要最小限にて行ってください。

　　

＊この項目については各フィールドによって事情が違うため誤解の無いようお願いします。

　　　

ルールを守って

サバイバルゲームを楽しみましょう
急患診療について
比較的軽症な救急患者・・・休日夜間急患診療所　　

長岡市幸町2-1-1　さいわいプラザ内　　TEL0258-37-1199

入院や手術を必要とする重症な救急患者の場合は119番で救急車を要請してください。
